
(57)【要約】

【課題】　ガス燃焼室(3A)と、熱交換部(4A)と、排気ダ

クト部(56)とがケーシング(9)内に於いて下方からこの

順序で配列されている給湯機に於いて、前記ガス燃焼室

(3A)と熱交換部(4A)との結合体の高さ寸法のバラツキを

小さくする。

【解決手段】　ガス燃焼室(3A)と熱交換部(4A)を構成す

る、燃焼室用右側壁(33)及び熱交用右側壁(45)の組、燃

焼室用左側壁(34)及び熱交用左側壁熱交用左側壁(46)の

組、燃焼室用後側壁(36)及び熱交用後側壁(48)の組の、

各組の夫々は、一枚板で構成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ ス 燃 焼 室 と 、 熱 交 換 部 と 、 排 気 ダ ク ト 部 と が ケ ー シ ン グ (9)内 に 於 い て 下 方 か ら こ の
順 序 で 配 列 さ れ て い る 給 湯 機 で あ っ て 、
　 前 記 ガ ス 燃 焼 室 は 、 燃 焼 室 用 右 側 壁 及 び 燃 焼 室 用 左 側 壁 と 燃 焼 室 用 前 側 壁 及 び 燃 焼 室 用
後 側 壁 の 四 側 壁 で 包 囲 さ れ 且 つ バ ー ナ ブ ロ ッ ク (2)を 収 納 す る 上 方 開 放 の 空 間 で あ り 、
　 前 記 熱 交 換 部 は 、 熱 交 用 右 側 壁 及 び 熱 交 用 左 側 壁 と 熱 交 用 前 側 壁 及 び 熱 交 用 後 側 壁 の 四
側 壁 で 包 囲 さ れ た 矩 形 状 空 間 に 配 設 さ れ た 多 数 の 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 該 吸 熱 フ ィ ン (41)
(41)を 貫 通 す る 通 水 管 (42)(42)で 構 成 さ れ て い る 給 湯 機 に 於 い て 、
　 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 前 記 熱 交 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 左 側 壁 と 前 記 熱 交 用 左 側 壁
の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 後 側 壁 と 前 記 熱 交 用 後 側 壁 の 組 の 、 前 記 燃 焼 室 用 前 側 壁 と 前 記 熱 交 用
前 側 壁 の 組 の 、 各 組 の 夫 々 は 、 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る 、 給 湯 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 給 湯 機 に 於 い て 、
　 前 記 各 一 枚 板 の 夫 々 は 、 全 て 同 一 材 料 で 構 成 さ れ て い る 、 給 湯 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 給 湯 機 に 於 い て 、
　 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 前 記 熱 交 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 左 側 壁 と 前 記 熱 交 用 左 側 壁
の 組 、 の 各 組 を 構 成 す る 一 枚 板 の 夫 々 は ス テ ン レ ス 材 料 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 通 水 管 (42)(42)は 、 前 記 熱 交 用 右 側 壁 及 び 前 記 熱 交 用 左 側 壁 を 貫 通 し て い る と 共 に
、 該 通 水 管 (42)(42)と 前 記 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)は 銅 材 料 で 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)に 対 す る 通 水 管 (42)(42)の 貫 通 部 は 、 ロ ウ 付 け さ れ て い る 、 給
湯 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か に 記 載 の 給 湯 機 に 於 い て 、
　 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 前 記 熱 交 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 左 側 壁 と 熱 交 用 左 側 壁 の 組
、 前 記 燃 焼 室 用 後 側 壁 と 前 記 熱 交 用 後 側 壁 の 組 、 の 各 組 の 夫 々 を 構 成 す る 各 一 枚 板 相 互 の
周 方 向 の 境 界 部 は 、 ハ ゼ 折 り カ シ メ に よ っ て 結 合 さ れ て い る 、 給 湯 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ に 記 載 の 給 湯 機 に 於 い て 、
　 前 記 熱 交 用 前 側 壁 は 、 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 前 記 熱 交 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 左 側
壁 と 前 記 熱 交 用 左 側 壁 の 組 の 各 組 を 構 成 す る 一 枚 板 に 対 し て 、 ビ ス で 着 脱 可 能 に 取 り 付 け
ら れ て い る 、 給 湯 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ に 記 載 の 給 湯 機 に 於 い て 、
　 前 記 排 気 ダ ク ト 部 は 、 ダ ク ト 用 右 側 壁 及 び ダ ク ト 用 左 側 壁 と 、 ダ ク ト 用 後 側 壁 と 、 更 に
、 ダ ク ト 用 天 井 壁 と の 四 壁 で 包 囲 さ れ た 下 方 及 び 前 方 に 開 放 す る 排 気 通 路 を 備 え て お り 、
　 前 記 ダ ク ト 用 右 側 壁 と 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 ダ ク ト 用 左 側 壁 と 前 記 燃 焼 用 左 側
壁 の 組 、 前 記 ダ ク ト 用 後 側 壁 と 前 記 熱 交 用 後 側 壁 の 組 、 の 各 組 の 夫 々 は 、 一 枚 板 で 構 成 さ
れ て い る 、 給 湯 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 給 湯 機 に 於 い て 、
　 前 記 排 気 ダ ク ト 部 の 前 記 ダ ク ト 用 天 井 壁 は 、 前 記 熱 交 用 後 側 壁 と 前 記 ダ ク ト 用 後 側 壁 の
組 を 構 成 す る 前 記 一 枚 板 が 延 長 さ れ た も の で あ る 、 給 湯 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の 何 れ か に 記 載 の 給 湯 機 に 於 い て 、
　 前 記 排 気 ダ ク ト 部 の 排 気 通 路 下 流 端 た る 排 気 口 (51)に 対 し て 前 方 に 接 続 さ れ る 排 気 口 カ
バ ー (6)の 排 気 筒 (60)は 、 前 記 ケ ー シ ン グ (9)に 開 設 さ れ た 排 気 用 窓 (91)に 挿 入 さ れ る 構 成
で あ り 、
　 前 記 排 気 口 カ バ ー (6)と 前 記 熱 交 用 前 側 壁 は 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 一 枚 板
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を 絞 り 加 工 す る こ と に よ り 前 記 排 気 筒 (60)が 形 成 さ れ て い る 、 給 湯 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 熱 交 換 部 と こ れ を 加 熱 す る ガ ス 燃 焼 室 と の 集 合 体 の 、 高 さ 寸 法 の 精 度 向 上 を
図 っ た 給 湯 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ５ は 、 従 来 の 給 湯 機 の 内 部 構 造 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 平 行 に 配 設 さ れ た 複 数 の 扁 平 バ ー ナ (21)(21)群 か ら 成 る バ ー ナ ブ ロ ッ ク (2)は 、 矩 形 状
の 燃 焼 箱 (3)に 収 納 さ れ る と 共 に 、 該 燃 焼 箱 (3)の 前 端 開 口 (30)の 上 半 部 は 前 板 (32)で 閉 塞
さ れ る 構 成 に な っ て お り 、 更 に 、 上 記 バ ー ナ ブ ロ ッ ク (2)に は ガ ス 分 配 器 (1)か ら ガ ス 供 給
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 前 記 燃 焼 箱 (3)の 上 端 開 口 (31)に 連 設 さ れ る 熱 交 換 器 (4)は 、 上 下 に 貫 通 す る 矩 形
筒 状 の 外 枠 (40)と 、 該 外 枠 (40)内 に 多 数 並 設 さ れ る 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 、 該 吸 熱 フ ィ ン
(41)(41)及 び 前 記 外 枠 (40)の 側 壁 を 貫 通 す る 通 水 管 (42)(42)か ら 構 成 さ れ て お り 、 該 通 水
管 (42)(42)の 上 流 端 (420)や 下 流 端 に は 銅 管 （ 図 示 せ ず ） 等 が 配 管 接 続 さ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 外 枠 (40)の 下 端 外 周 に は フ ラ ン ジ (40A)が 張 り 出 し て い る と 共 に 、 該 フ ラ ン ジ (40A)
に は 差 込 ス リ ッ ト (S1)(S1)が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 熱 交 換 器 (4)と 燃 焼 箱 (3)を 組 立 て
る と き は 、 両 者 の 接 合 部 に パ ッ キ ン を 介 在 さ せ る と 共 に 、 前 記 差 込 ス リ ッ ト (S1)(S1)に 対
し 、 既 述 燃 焼 箱 (3)の 上 端 周 縁 に 起 立 す る カ シ メ 舌 片 (S2)(S2)を 差 し 込 ん で 折 り 曲 げ 、 こ
れ に よ り 、 熱 交 換 器 (4)と 燃 焼 箱 (3)を カ シ メ 結 合 す る （ 図 ５ ， 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 熱 交 換 器 (4)の 上 端 開 口 (43)に 連 設 さ れ る 排 気 ダ ク ト 本 体 (5)は 、 下 方 及 び 前 方 が
開 放 す る 扁 平 な 矩 形 箱 状 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 排 気 ダ ク ト 本 体 (5)の 下 端 開 口 (52)の 外
周 フ ラ ン ジ (53)に は カ シ メ 舌 片 (S3)(S3)が 垂 下 し て い る 。 そ し て 、 こ の カ シ メ 舌 片 (S3)(S
3)は 、 熱 交 換 器 (4)の 上 端 の 外 周 フ ラ ン ジ (44)に 対 し て 外 側 か ら 巻 き 込 む 態 様 で カ シ メ 止
め さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の よ う に 結 合 さ れ た 燃 焼 箱 (3)と 熱 交 換 器 (4)と 排
気 ダ ク ト 本 体 (5)の 集 合 で 構 成 さ れ る 給 湯 機 本 体 は 、 ケ ー シ ン グ (9)に 対 し て ブ ラ ケ ッ ト 等
で 適 宜 、 配 設 固 定 さ れ て い る 。
　 又 、 上 記 排 気 ダ ク ト 本 体 (5)の 下 流 端 の 排 気 口 (51)部 分 に は 排 気 口 カ バ ー (6)が ビ ス (b)(
b)で 固 定 さ れ て い る と 共 に 、 該 排 気 口 カ バ ー (6)に 突 設 さ れ た 排 気 筒 (60)は 、 給 湯 機 の ケ
ー シ ン グ (9)の 前 面 蓋 (90)に 開 設 さ れ た 排 気 用 窓 (91)に 遊 挿 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ １ ３ １ ９ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の も の で は 、 燃 焼 箱 (3)と 熱 交 換 器 (4)が 独 立 部 品 で 構 成 さ れ て
い る か ら 、 組 立 時 の 上 下 方 向 の 寸 法 の バ ラ ツ キ が 生 じ 易 く 、 こ れ ら 燃 焼 箱 (3)と 熱 交 換 器 (
4)と の 結 合 体 の 高 さ 寸 法 の 精 度 が 悪 く な る 。 又 、 燃 焼 箱 (3)と 熱 交 換 器 (4)の 連 結 部 に は 気
密 性 確 保 の 為 の パ ッ キ ン が 介 在 さ れ る か ら 、 こ の 点 か ら も 、 組 立 時 の 寸 法 の バ ラ ツ キ が 生
じ 、 燃 焼 箱 (3)と 熱 交 換 器 (4)と の 結 合 体 の 高 さ 寸 法 の 精 度 が 一 層 悪 く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 結 果 、 上 記 従 来 の も の で は 、 次 の 問 題 が あ っ た 。
１ ． 熱 交 換 器 (4)に 設 け ら れ た 通 水 管 (42)の 上 流 端 (420)の 配 置 高 さ の バ ラ ツ キ が 大 き く な
り 、 該 上 流 端 (420)へ の 銅 管 等 の 円 滑 な 配 管 接 続 作 業 を 阻 害 す る 。
２ ． 熱 交 換 器 (4)の 上 端 に 連 結 さ れ た 排 気 ダ ク ト 本 体 (5)に 固 定 さ れ て い る 排 気 口 カ バ ー (6
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)の 高 さ 位 置 が 、 ケ ー シ ン グ (9)の 排 気 用 窓 (91)に 対 し て 上 下 に ず れ 易 く な る 。 そ の 結 果 、
器 具 組 立 時 に 、 前 記 排 気 口 カ バ ー (6)の 排 気 筒 (60)と ケ ー シ ン グ (9)の 排 気 用 窓 (91)を 円 滑
に 嵌 合 さ せ る こ と が で き な い 場 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で 、
　 『 ガ ス 燃 焼 室 と 、 熱 交 換 部 と 、 排 気 ダ ク ト 部 と が ケ ー シ ン グ (9)内 に 於 い て 下 方 か ら こ
の 順 序 で 配 列 さ れ て い る 給 湯 機 で あ っ て 、
　 前 記 ガ ス 燃 焼 室 は 、 燃 焼 室 用 右 側 壁 及 び 燃 焼 室 用 左 側 壁 と 燃 焼 室 用 前 側 壁 及 び 燃 焼 室 用
後 側 壁 の 四 側 壁 で 包 囲 さ れ 且 つ バ ー ナ ブ ロ ッ ク (2)を 収 納 す る 上 方 開 放 の 空 間 で あ り 、
　 前 記 熱 交 換 部 は 、 熱 交 用 右 側 壁 及 び 熱 交 用 左 側 壁 と 熱 交 用 前 側 壁 及 び 熱 交 用 後 側 壁 の 四
側 壁 で 包 囲 さ れ た 矩 形 状 空 間 に 配 設 さ れ た 多 数 の 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 該 吸 熱 フ ィ ン (41)
(41)を 貫 通 す る 通 水 管 (42)(42)で 構 成 さ れ て い る 給 湯 機 』 に 於 い て 、 前 記 燃 焼 室 と 熱 交 換
部 と の 結 合 体 の 高 さ 寸 法 の バ ラ ツ キ を 小 さ く す る こ と に よ り 、 上 記 通 水 管 (42)(42)の 上 流
端 (420)へ の 銅 管 配 管 の 作 業 や 、 排 気 ダ ク ト 部 に 連 設 さ れ る 排 気 口 カ バ ー (6)の 排 気 筒 (60)
と ケ ー シ ン グ (9)側 の 排 気 用 窓 (91)を 嵌 合 さ せ る 作 業 等 の 、 組 立 て 作 業 が 円 滑 に 行 な え る
よ う に す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
[請 求 項 １ に 係 る 発 明 ]
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 技 術 的 手 段 は 、
　 『 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 前 記 熱 交 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 左 側 壁 と 前 記 熱 交 用 左 側
壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 後 側 壁 と 前 記 熱 交 用 後 側 壁 の 組 の 、 前 記 燃 焼 室 用 前 側 壁 と 前 記 熱 交
用 前 側 壁 の 組 の 、 各 組 の 夫 々 は 、 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る 』 こ と で あ る 。
　 上 記 技 術 的 手 段 に よ れ ば 、 ガ ス 燃 焼 室 と 熱 交 換 部 の 構 成 壁 の う ち 、 上 下 に 繋 が る 構 成 壁
の 夫 々 は 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 上 下 に 分 割 さ れ た ガ ス 燃 焼 室 と 熱 交 換 部 を 結
合 す る 既 述 従 来 の も の と 相 違 し 、 ガ ス 燃 焼 室 と 熱 交 換 部 の 結 合 体 全 体 の 高 さ 寸 法 が 組 立 て
誤 差 等 に よ っ て バ ラ つ く こ と が 少 な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
[請 求 項 ２ に 係 る 発 明 ]
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お い て 、
　 『 前 記 各 一 枚 板 の 夫 々 は 、 全 て 同 一 材 料 で 構 成 さ れ て い る 』 も の と す る こ と が で き る 。
　 各 一 枚 板 が 、 夫 々 熱 膨 張 率 の 異 な っ た 別 材 料 で 構 成 さ れ て い る と 、 ガ ス 燃 焼 に よ っ て 前
記 一 枚 板 の 夫 々 が 上 下 方 向 に 異 な っ た 延 び 量 の 熱 膨 張 を 行 な う 。 そ の 結 果 、 前 記 各 一 枚 板
相 互 の 結 合 部 に 大 き な 熱 応 力 が 作 用 し 、 該 結 合 部 が 経 年 的 に 破 損 し 易 く な る 。 こ れ に 対 し
、 上 記 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 各 一 枚 板 が 全 て 熱 膨 張 率 の 等 し い 同 一 材 料 で 構 成 さ れ て い
る か ら 、 ガ ス 燃 焼 時 に は 各 一 枚 板 が 同 じ 割 合 で 熱 膨 張 し 、 こ れ に よ り 、 前 記 結 合 部 に 熱 応
力 が 作 用 し な い 。
　 よ っ て 、 前 記 結 合 部 が 経 年 的 に 破 損 す る 心 配 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
[請 求 項 ３ に 係 る 発 明 ]
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 係 る 発 明 に 於 い て 、
　 『 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 前 記 熱 交 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 左 側 壁 と 前 記 熱 交 用 左 側
壁 の 組 、 の 各 組 を 構 成 す る 一 枚 板 の 夫 々 は ス テ ン レ ス 材 料 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 通 水 管 (42)(42)は 、 前 記 熱 交 用 右 側 壁 及 び 前 記 熱 交 用 左 側 壁 を 貫 通 し て い る と 共 に
、 該 通 水 管 (42)(42)と 前 記 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)は 銅 材 料 で 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)に 対 す る 通 水 管 (42)(42)の 貫 通 部 は 、 ロ ウ 付 け さ れ て い る 』 も
の と す る こ と が で き る 。
　 こ の も の で は 、 熱 交 用 右 側 壁 や 熱 交 用 左 側 壁 を 構 成 す る 左 右 の 一 枚 板 が ス テ ン レ ス 材 料
で 構 成 さ れ て い る か ら 、 銅 材 料 の 場 合 に 比 べ て 機 械 的 強 度 が 向 上 す る 。 従 っ て 、 給 湯 機 の
出 荷 運 送 時 や 設 置 作 業 時 の 衝 撃 で 熱 交 換 部 等 が 損 傷 を 受 け る 心 配 が 少 な く な る 。 又 、 上 記
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一 枚 板 が ス テ ン レ ス 材 料 で 構 成 さ れ て い る か ら 、 銅 材 料 に 比 べ て 耐 熱 性 が 向 上 し 、 経 年 劣
化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 熱 交 用 右 側 壁 及 び 熱 交 用 左 側 壁 を 構 成 す る 前 記 各 一 枚 板
に 対 す る 通 水 管 (42)(42)の 貫 通 部 が 実 質 的 に 固 定 さ れ な い か ら 、 上 記 通 水 管 (42)(42)が 長
さ 方 向 に 熱 膨 張 と 収 縮 を 繰 り 返 し て も 、 前 記 貫 通 部 に 熱 応 力 が 作 用 せ ず 、 熱 交 換 部 が 破 損
す る 心 配 が 少 な く な る 。
　 即 ち 、 銅 材 料 で 構 成 さ れ た 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 通 水 管 (42)(42)は 相 互 に ロ ウ 付 け さ れ
て い る が 、 こ れ ら 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 通 水 管 (42)(42)は 、 一 般 的 に は 次 の よ う に 加 熱 炉
で ロ ウ 付 け さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 即 ち 、 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)群 に 通 水 管 (42)(42)を 貫 通 さ せ る と 共 に 、 該 貫 通 部 に 於 け る
通 水 管 (42)(42)の 外 周 面 と 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)の 境 界 に ロ ウ 材 を 適 宜 介 在 さ せ る 。 又 、 熱
交 用 右 側 壁 と 熱 交 用 左 側 壁 を 構 成 す る 左 右 の 一 枚 板 （ ス テ ン レ ス で 構 成 さ れ て い る ） に 通
水 管 (42)(42)の 両 端 部 を 貫 通 さ せ 、 こ の 状 態 に あ る 左 右 一 対 の 一 枚 板 ， 通 水 管 (42)(42)及
び 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)の 集 合 体 を 加 熱 炉 内 で 加 熱 し て 前 記 ロ ウ 材 を 溶 融 さ せ る 。 こ の ロ ウ
材 の 溶 融 に よ っ て 、 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 通 水 管 (42)(42)が ロ ウ 付 け さ れ る が 、 前 記 左 右
の 一 枚 板 は ス テ ン レ ス で 構 成 さ れ て い る か ら 、 該 一 枚 板 に 対 す る 通 水 管 (42)(42)の 貫 通 部
に ロ ウ 材 が 流 れ 込 む こ と が あ っ て も 、 こ れ ら 一 枚 板 と 通 水 管 (42)(42)と が 実 質 的 に ロ ウ 付
け さ れ る こ と は な い 。 ロ ウ 材 は 銅 材 料 か ら 成 る 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 通 水 管 (42)(42)を 結
合 す る も の で あ る か ら 、 ス テ ン レ ス 製 の 左 右 の 一 枚 板 と 通 水 管 (42)(42)は 実 質 的 に 結 合 さ
れ な い か ら で あ る 。
　 従 っ て 、 ガ ス の 燃 焼 ・ 消 火 に 伴 っ て 上 記 通 水 管 (42)(42)が 長 さ 方 向 に 熱 膨 張 と 収 縮 を 繰
り 返 し た と き に は 、 前 記 貫 通 部 に お い て 、 通 水 管 (42)(42)が 前 記 一 枚 板 に 対 し て 摺 動 し 、
こ れ に よ り 、 前 記 貫 通 部 に 過 大 な 力 が 作 用 し な い 。 よ っ て 、 熱 交 換 部 の 破 損 防 止 が 図 れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
[請 求 項 ４ に 係 る 発 明 ]
　 請 求 項 １ か ら ３ に 係 る 発 明 に 於 い て 、
　 『 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 前 記 熱 交 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 左 側 壁 と 熱 交 用 左 側 壁 の
組 、 前 記 燃 焼 室 用 後 側 壁 と 前 記 熱 交 用 後 側 壁 の 組 、 の 各 組 の 夫 々 を 構 成 す る 各 一 枚 板 相 互
の 周 方 向 の 境 界 部 は 、 ハ ゼ 折 り カ シ メ に よ っ て 結 合 さ れ て い る 』 も の で は 、 各 一 枚 板 相 互
の 結 合 部 が 気 密 性 の 高 い ハ ゼ 折 り カ シ メ に よ っ て 結 合 さ れ て い る か ら 、 該 結 合 部 の 気 密 性
を 確 保 す る 為 の 特 別 の パ ッ キ ン が 必 要 と な ら ず 、 そ の 分 、 部 品 点 数 が 少 な く て す む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
[請 求 項 ５ に 係 る 発 明 ]
　 請 求 項 １ か ら ４ に 係 る 発 明 に 於 い て 、
　 『 前 記 熱 交 用 前 側 壁 は 、 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 前 記 熱 交 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 燃 焼 室 用 左
側 壁 と 前 記 熱 交 用 左 側 壁 の 組 の 各 組 を 構 成 す る 一 枚 板 に 対 し て 、 ビ ス で 着 脱 可 能 に 取 り 付
け ら れ て い る 』 も の で は 、 ビ ス を 外 す と 、 熱 交 用 前 側 壁 を 取 り 外 す こ と が で き 、 こ れ に よ
り 、 熱 交 換 部 の 内 部 の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
[請 求 項 ６ に 係 る 発 明 ]
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に 於 い て 、
　 『 前 記 排 気 ダ ク ト 部 は 、 ダ ク ト 用 右 側 壁 及 び ダ ク ト 用 左 側 壁 と 、 ダ ク ト 用 後 側 壁 と 、 更
に 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 と の 四 壁 で 包 囲 さ れ た 下 方 及 び 前 方 に 開 放 す る 排 気 通 路 を 備 え て お り
、
　 前 記 ダ ク ト 用 右 側 壁 と 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 の 組 、 前 記 ダ ク ト 用 左 側 壁 と 前 記 燃 焼 用 左 側
壁 の 組 、 前 記 ダ ク ト 用 後 側 壁 と 前 記 熱 交 用 後 側 壁 の 組 、 の 各 組 の 夫 々 は 、 一 枚 板 で 構 成 さ
れ て い る 』 も の と す れ ば 、 ガ ス 燃 焼 室 か ら 排 気 ダ ク ト 部 ま で の 構 成 壁 の う ち 、 上 下 に 繋 が
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る 構 成 壁 が 一 枚 板 で 構 成 さ れ 、 給 湯 機 本 体 全 体 の 高 さ 寸 法 の 精 度 が 高 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
[請 求 項 ７ に 係 る 発 明 ]
　 前 記 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に 於 い て 、
　 『 前 記 排 気 ダ ク ト 部 の 前 記 ダ ク ト 用 天 井 壁 は 、 前 記 熱 交 用 後 側 壁 と 前 記 ダ ク ト 用 後 側 壁
の 組 を 構 成 す る 前 記 一 枚 板 が 延 長 さ れ た も の で あ る 』 構 成 と す る こ と が で き る 。
　 こ の も の で は 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 と ダ ク ト 用 後 側 壁 と 更 に 熱 交 用 後 側 壁 と が 一 枚 板 で 構 成
さ れ る か ら 、 該 一 枚 板 を 曲 げ 加 工 す る だ け で 前 記 ダ ク ト 用 天 井 壁 や ダ ク ト 用 後 側 壁 等 を 構
成 す る こ と が で き 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 と ダ ク ト 用 後 側 壁 等 を 結 合 す る 為 の 特 別 な 作 業 が 不 要
に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
[請 求 項 ８ に 係 る 発 明 ]
　 請 求 項 １ ～ ６ に 係 る 発 明 に 於 い て 、
　 『 前 記 排 気 ダ ク ト 部 の 排 気 通 路 下 流 端 た る 排 気 口 (51)に 対 し て 前 方 に 接 続 さ れ る 排 気 口
カ バ ー (6)の 排 気 筒 (60)は 、 前 記 ケ ー シ ン グ (9)に 開 設 さ れ た 排 気 用 窓 (91)に 挿 入 さ れ る 構
成 で あ り 、
　 前 記 排 気 口 カ バ ー (6)と 前 記 熱 交 用 前 側 壁 は 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 一 枚 板
を 絞 り 加 工 す る こ と に よ り 前 記 排 気 筒 (60)が 形 成 さ れ て い る 』 も の で は 、 前 記 一 枚 板 を 絞
り 加 工 す る こ と に よ っ て 排 気 筒 (60)が 形 成 さ れ る か ら 、 熱 交 用 前 側 壁 と 独 立 し た 排 気 口 カ
バ ー (6)を 製 作 す る 必 要 が な く 、 部 品 点 数 の 減 少 を 図 る こ と が 出 来 る と 共 に 、 部 品 管 理 を
簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 次 の 特 有 の 効 果 を 有 す る 。
　 ガ ス 燃 焼 室 と 熱 交 換 部 の 構 成 壁 の う ち 、 上 下 に 繋 が る 構 成 の 夫 々 は 一 枚 板 で 構 成 さ れ て
い る か ら 、 上 下 に 分 割 さ れ た ガ ス 燃 焼 室 と 熱 交 換 部 を 組 立 て る 既 述 従 来 の も の と 相 違 し 、
ガ ス 燃 焼 室 と 熱 交 換 部 の 結 合 体 全 体 の 高 さ 寸 法 が 組 立 て 誤 差 等 に よ っ て バ ラ つ く こ と が 少
な く 、 そ の 寸 法 精 度 が 向 上 す る 。 よ っ て 、 通 水 管 (42)(42)の 上 流 端 (420)へ の 銅 管 の 配 管
接 続 の 作 業 等 が 円 滑 に 行 な え る 。
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 各 一 枚 板 が 全 て 熱 膨 張 率 の 等 し い 同 一 材 料 で 構 成 さ れ て い る
か ら 、 ガ ス の 燃 焼 ・ 消 火 に 伴 っ て 各 一 枚 板 等 が 同 じ 割 合 で 熱 膨 張 と 収 縮 を 繰 り 返 す 。 こ れ
に よ り 、 各 一 枚 板 相 互 の 結 合 部 に 熱 応 力 が 作 用 し な い か ら 、 前 記 結 合 部 が 経 年 的 に 破 損 す
る 心 配 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 燃 焼 室 用 右 側 壁 と 熱 交 用 右 側 壁 を 構 成 す る 一 枚 板 、 及 び 、 燃
焼 室 用 左 側 壁 と 熱 交 用 左 側 壁 を 構 成 す る 一 枚 板 が ス テ ン レ ス 材 料 で 構 成 さ れ て い る か ら 、
銅 材 料 の 一 枚 板 に 比 べ て 機 械 的 強 度 が 向 上 す る 。 又 、 銅 材 料 で 構 成 す る 場 合 に 比 べ て 耐 熱
性 が 向 上 し 、 経 年 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。 更 に 、 既 述 し た よ う に 、 前 記 左 右 の 一 枚
板 と 通 水 管 (42)(42)は 実 質 的 に 非 結 合 状 態 に あ る か ら 、 ガ ス の 燃 焼 ・ 消 火 に 伴 っ て 通 水 管
(42)(42)が 長 さ 方 向 に 熱 膨 張 と 収 縮 を 繰 り 返 し て も 、 前 記 左 右 の 一 枚 板 に 対 す る 通 水 管 (4
2)(42)の 貫 通 部 に 過 大 な 力 が 作 用 せ ず 、 熱 交 換 部 の 破 損 防 止 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 各 一 枚 板 相 互 の 結 合 部 が 気 密 性 の 高 い ハ ゼ 折 り カ シ メ に よ っ
て 結 合 さ れ て い る か ら 、 該 結 合 部 の 気 密 性 を 確 保 す る 為 の 特 別 の パ ッ キ ン が 必 要 と な ら ず
、 そ の 分 、 部 品 点 数 が 少 な く て す む 。
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 で は 、 ビ ス の 取 り 外 し に よ っ て 熱 交 用 前 側 壁 を 除 去 す る こ と が で き
る か ら 、 熱 交 換 部 の 内 部 の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 で は 、 既 述 し た よ う に 、 ガ ス 燃 焼 室 か ら 排 気 ダ ク ト 部 ま で の 構 成 壁
の う ち 、 上 下 に 繋 が る 構 成 壁 が 一 枚 板 で 構 成 さ れ 、 給 湯 機 本 体 全 体 の 高 さ 寸 法 の 精 度 が 高
く な る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 で は 、 一 枚 板 を 曲 げ 加 工 す る だ け で 前 記 ダ ク ト 用 天 井 壁 や ダ ク ト 用
後 側 壁 を 構 成 す る こ と が で き る か ら 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 と ダ ク ト 用 後 側 壁 等 を 結 合 す る 為 の
特 別 な 作 業 が 不 要 に な る 。
　 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 で は 、 排 気 口 カ バ ー (6)と 熱 交 用 前 側 壁 は 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る
か ら 、 独 立 し た 排 気 口 カ バ ー (6)を 製 作 す る 必 要 が な く 、 部 品 点 数 の 減 少 を 図 る こ と が 出
来 る と 共 に 、 部 品 管 理 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る
。
　 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 給 湯 機 は 、 ガ ス 燃 焼 室 (3A)と 、 そ の 上 方
の 熱 交 換 器 (4)の 配 設 部 た る 熱 交 換 部 (4A)と 、 前 記 熱 交 換 器 (4)の 上 方 に 水 平 配 設 さ れ る 整
流 翼 (55)と そ の 上 方 の ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)と の 間 に 形 成 さ れ る 排 気 ダ ク ト 部 (56)と が 下 方
か ら こ の 順 序 で 設 け ら れ た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 各 部 の 詳 細 を 説 明 す る 。
[ガ ス 燃 焼 室 (3A)]
　 ガ ス 燃 焼 室 (3A)は 、 バ ー ナ ブ ロ ッ ク (2)の 配 設 部 で あ り 、 燃 焼 室 用 右 側 壁 (33)及 び 燃 焼
室 用 左 側 壁 (34)と 、 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)及 び 燃 焼 室 用 後 側 壁 (36)と 、 更 に 燃 焼 室 用 底 壁 (3
7)で 包 囲 さ れ た 上 方 開 放 の 矩 形 箱 状 に 形 成 さ れ て い る 。 又 、 図 １ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 前
記 燃 焼 室 用 底 壁 (37)か ら 燃 焼 室 用 後 側 壁 (36)を 経 て 後 述 の ダ ク ト 天 井 壁 (54)に 至 る 全 域 の
両 側 縁 部 (E)(E)は 、 燃 焼 室 用 左 側 壁 (34)と 後 述 の 熱 交 用 左 側 壁 (46)及 び ダ ク ト 用 左 側 壁 (5
8)を 構 成 す る 一 枚 板 、 及 び 、 燃 焼 室 用 右 側 壁 (33)と 後 述 の 熱 交 用 右 側 壁 (45)及 び ダ ク ト 用
右 側 壁 (57)を 構 成 す る 一 枚 板 の 周 縁 部 (G)に 対 し て カ シ メ 部 (H)（ 図 ３ 参 照 ） で 固 定 さ れ て
い る 。
　 又 、 図 １ ， ２ に 示 す よ う に 、 燃 焼 室 用 底 壁 (37)に 開 設 さ れ た 給 気 口 (370)に は 給 気 フ ァ
ン (F)の 吐 出 口 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ガ ス 燃 焼 室 (3A)に 配 設 さ れ る バ ー ナ ブ ロ ッ ク (2)は 、 左 右 方 向 に 並 設 さ れ た 扁 平 バ ー ナ (
21)(21)群 と 、 該 扁 平 バ ー ナ (21)(21)群 を 収 納 す る バ ー ナ ケ ー ス (20)か ら 構 成 さ れ て お り
、 燃 焼 室 用 左 右 側 壁 (34)(33)及 び 後 述 す る 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)の 下 部 並 び に 燃 焼 室 用 底 壁
(37)の 先 端 起 立 片 (373)に は 、 扁 平 バ ー ナ (21)(21)に ガ ス 供 給 す る た め の ガ ス 分 配 器 (1)が
ビ ス (19)(19)で 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 上 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 (33)及 び 燃 焼 室 用 左 側 壁 (34)に は 、 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)の 左 右 両 端
部 が ビ ス (28)(28)で 固 定 さ れ る 構 成 で あ り 、 該 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)に は 、 バ ー ナ ブ ロ ッ ク
(2)に 点 火 す る 為 の 点 火 装 置 (39)と 、 扁 平 バ ー ナ (21)(21)群 に 生 成 さ れ る 炎 を 検 知 す る 為
の 炎 検 知 器 (38)と 、 点 火 確 認 窓 (29)が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
[熱 交 換 部 (4A)]
　 熱 交 換 部 (4A)は 、 熱 交 換 器 (4)の 配 設 部 で あ り 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 器 (4)は
、 横 方 向 に 対 向 す る 熱 交 用 右 側 壁 (45)及 び 熱 交 用 左 側 壁 (46)と 、 前 後 方 向 に 対 向 す る 熱 交
用 前 側 壁 (47)及 び 熱 交 用 後 側 壁 (48)と 、 こ れ ら 各 熱 交 用 右 側 壁 (45)～ 熱 交 用 後 側 壁 (48)で
包 囲 さ れ た 矩 形 状 空 間 内 に 並 設 さ れ る 多 数 の 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 、 更 に 、 前 記 吸 熱 フ ィ
ン (41)(41)を 貫 通 す る 通 水 管 (42)(42)と を 具 備 し て い る 。 又 、 上 記 通 水 管 (42)(42)の 両 端
部 は 熱 交 用 右 側 壁 (45)と 熱 交 用 左 側 壁 (46)を 外 方 に 貫 通 し て い る と 共 に 、 該 貫 通 し た 外 部
に お い て Ｕ 字 管 (42A)で 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 熱 交 用 右 側 壁 (45)は 既 述 燃 焼 室 用 右 側 壁 (33)及 び 後 述 の ダ ク ト 用 右 側 壁 (57)と 一 枚
板 で 構 成 さ れ 、 熱 交 用 左 側 壁 (46)は 既 述 燃 焼 室 用 左 側 壁 (34)及 び 後 述 の ダ ク ト 用 左 側 壁 (5
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8)と 一 枚 板 で 構 成 さ れ 、 熱 交 用 前 側 壁 (47)は 既 述 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)及 び 後 述 の 排 気 口 カ
バ ー (6)と 一 枚 板 で 構 成 さ れ 、 更 に 、 熱 交 用 後 側 壁 (48)は 既 述 燃 焼 室 用 後 側 壁 (36)及 び 後
述 の ダ ク ト 用 後 側 壁 (542)と 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 各 一 枚 板 は ス テ ン
レ ス 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 熱 交 換 器 (4)を 構 成 す る 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)， 通 水 管 (
42)(42)及 び Ｕ 字 管 (42A)(42A)は 銅 材 料 で 構 成 さ れ て お り 、 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 通 水 管 (
42)(42)及 び Ｕ 字 管 (42A)(42A)は 、 リ ン 銅 材 料 か ら 成 る ロ ウ 材 料 で ロ ウ 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 熱 交 換 器 (4)の 製 作 作 業 を 説 明 す る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)の 透 孔 (410)(410)に 通 水 管 (42)(42)を 貫 通 さ せ
る と 共 に 、 該 貫 通 部 に 於 け る 通 水 管 (42)(42)と 前 記 透 孔 (410)(410)内 周 の 間 に 線 状 の ロ ウ
材 (100)(100)を 介 在 さ せ る 。 又 、 左 右 の 一 枚 板 の 一 部 を 構 成 す る 熱 交 用 右 側 壁 (45)と 熱 交
用 左 側 壁 (46)に 通 水 管 (42)(42)の 両 端 部 を 貫 通 さ せ 、 隣 接 す る 通 水 管 (42)(42)の 外 端 相 互
を Ｕ 字 管 (42A)(42A)で 連 結 し 、 こ の 状 態 で 、 上 記 各 一 枚 板 ， 並 び に 、 通 水 管 (42)(42)及 び
吸 熱 フ ィ ン (41)(41)等 の 集 合 体 を 治 具 (18)に 支 持 さ せ る 。 そ し て 、 こ の 集 合 体 を 、 加 熱 炉
内 で 加 熱 し て 前 記 ロ ウ 材 (100)(100)を 溶 融 さ せ る 。 す る と 、 ロ ウ 材 (100)(100)の 溶 融 に よ
っ て 、 吸 熱 フ ィ ン (41)(41)と 通 水 管 (42)(42)が ロ ウ 付 け さ れ る が 、 前 記 熱 交 用 右 側 壁 (45)
や 熱 交 用 左 側 壁 (46)を 構 成 す る 各 一 枚 板 は ス テ ン レ ス で 構 成 さ れ て い る か ら 、 該 熱 交 用 右
側 壁 (45)や 熱 交 用 左 側 壁 (46)に 対 す る 通 水 管 (42)(42)の 貫 通 部 に 溶 融 し た ロ ウ 材 (100)が
流 れ 込 む こ と が あ っ て も 、 こ れ ら 熱 交 用 右 側 壁 (45)や 熱 交 用 左 側 壁 (46)と 通 水 管 (42)(42)
と が 実 質 的 に ロ ウ 付 け さ れ る こ と は な い 。 従 っ て 、 後 述 す る バ ー ナ ブ ロ ッ ク (2)の 点 ・ 消
火 に 伴 っ て 上 記 通 水 管 (42)(42)が 長 さ 方 向 に 熱 膨 張 と 収 縮 を 繰 り 返 し た と き に は 、 前 記 貫
通 部 に お い て 、 通 水 管 (42)(42)が 熱 交 換 用 左 右 側 壁 熱 交 用 左 側 壁 (46)熱 交 用 右 側 壁 (45)に
対 し て 摺 動 し 、 こ れ に よ り 、 前 記 貫 通 部 に 力 学 的 な 負 荷 が 作 用 し な い 。 よ っ て 、 熱 交 換 部
(4A)の 破 損 防 止 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
[排 気 ダ ク ト 部 (56)]
　 図 １ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 部 (4A)の 上 方 に 連 設 さ れ る 排 気 ダ ク ト 部 (56)は 、 ダ ク ト 用 右
側 壁 (57)及 び ダ ク ト 用 左 側 壁 (58)と 、 ダ ク ト 用 後 側 壁 (542)と 、 更 に 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54
)を 具 備 し て い る 。 又 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)か ら ダ ク ト 用 後 側 壁 (542)等 を 経 て 燃 焼 室 用 底
壁 (37)に 至 る 範 囲 全 体 は 、 ス テ ン レ ス 材 料 か ら 成 る 一 枚 板 を 曲 げ 加 工 し て 製 作 さ れ て い る
。
　 前 記 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)と 熱 交 換 器 (4)の 上 下 間 に は 整 流 翼 (55)が 水 平 に 設 け ら れ て お
り 、 図 ２ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)か ら ダ ク ト 用 後 側 壁 (542)に 繋 が る 部
分 の 内 面 と 整 流 翼 (55)の 相 互 間 が 排 気 通 路 (59)と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)か ら そ の 円 弧 状 後 端 部 (540)に 繋 が る 範 囲 は 、
排 気 通 路 (59)の 下 流 端 （ 前 端 ） に 向 け て 前 傾 姿 勢 に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 整 流 翼 (55)の
上 面 か ら 後 面 に 至 る 範 囲 は 、 前 記 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)か ら 円 弧 状 後 端 部 (540)に 繋 が る 範
囲 と 平 行 に な っ て い る 。 又 、 図 １ に 示 す よ う に 、 整 流 翼 (55)は 、 そ の 両 側 面 (560)(560)が
前 記 ダ ク ト 用 左 右 側 壁 (58)(57)に 対 し て ビ ス (b)(b)で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
[排 気 口 カ バ ー (6)]
　 排 気 ダ ク ト 部 (56)の 下 流 端 の 排 気 口 (51)に 連 設 さ れ る 排 気 口 カ バ ー (6)と そ の 下 方 の 熱
交 用 前 側 壁 (47)及 び 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)は 、 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 一 枚 板 の
上 部 は 前 方 に 絞 り 加 工 さ れ る こ と に よ っ て 前 後 に 貫 通 す る 排 気 筒 (60)が 形 成 さ れ て い る 。
そ し て 、 前 記 排 気 筒 (60)の 先 端 は 、 ケ ー シ ン グ (9)を 構 成 す る ケ ー ス 本 体 (92)の 前 端 開 口
を 覆 う 前 面 蓋 (90)に 開 設 さ れ た 排 気 用 窓 (91)に 遊 挿 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 前 面 蓋 (90)は
ケ ー ス 本 体 (92)の 前 端 開 口 に 対 し て ビ ス (95)(95)で 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 又 、 排 気 口 カ バ ー (6)と 熱 交 用 前 側 壁 (47)等 を 構 成 す る 一 枚 板 の 周 縁 は 既 述 ビ ス (28)(28
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)と 他 の ビ ス (470)(470)に よ っ て 、 熱 交 用 右 側 壁 (45)及 び ダ ク ト 用 右 側 壁 (57)等 を 構 成 す
る 右 側 の 一 枚 板 と 、 熱 交 用 左 側 壁 (46)及 び ダ ク ト 用 左 側 壁 (58)等 を 構 成 す る 左 側 の 一 枚 板
、 並 び に ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)の 先 端 起 立 片 (543)に 対 し て 取 り 外 し 可 能 状 態 に 固 定 さ れ て
い る 。 従 っ て 、 ビ ス (470)(470)を 取 り 外 す こ と に よ っ て 、 排 気 口 カ バ ー (6)と 熱 交 用 前 側
壁 (47)と 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)を 構 成 す る 一 枚 板 を 除 去 す る と 、 熱 交 換 器 (4)の 内 部 の メ ン
テ ナ ン ス が 容 易 に 行 な え る 。
　 こ の も の で は 、 熱 交 用 前 側 壁 (47)と 排 気 口 カ バ ー (6)を 構 成 す る 一 枚 板 を 絞 り 加 工 す る
こ と に よ っ て 排 気 筒 (60)を 形 成 し 、 こ れ に よ り 、 独 立 し た 排 気 口 カ バ ー (6)の 製 作 を 不 要
に し て い る 。 従 っ て 、 部 品 点 数 の 減 少 を 図 る こ と が 出 来 る と 共 に 、 部 品 管 理 を 簡 素 化 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
[使 用 の 実 際 ]
　 こ の も の で は 、 バ ー ナ ブ ロ ッ ク (2)を 燃 焼 さ せ て 給 湯 動 作 を 開 始 さ せ る と 、 バ ー ナ ブ ロ
ッ ク (2)か ら の 燃 焼 排 気 は 、 熱 交 換 器 (4)を 通 過 し て 整 流 翼 (55)の 傾 斜 底 面 (550)に 案 内 さ
れ 、 該 整 流 翼 (55)の 後 端 と ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)の 円 弧 状 後 端 部 (540)の 間 隙 → 排 気 通 路 (59
)→ 排 気 口 (51)→ 排 気 口 カ バ ー (6)の 経 路 で 流 動 し て 大 気 中 に 放 出 さ れ る 。
　 一 方 、 通 水 管 (42)(42)を 流 れ る 被 加 熱 水 は 、 熱 交 換 器 (4)を 通 過 す る 前 記 燃 焼 排 気 で 加
熱 昇 温 さ れ た 後 に 図 示 し な い 給 湯 場 所 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の も の で は 、 ガ ス 燃 焼 室 (3A)と 熱 交 換 部 (4A)の 構 成 壁 の う ち 、 上 下 に 繋 が る 燃 焼 室 用
右 側 壁 (33)と 熱 交 用 右 側 壁 (45)、 及 び 、 燃 焼 室 用 左 側 壁 (34)と 熱 交 用 左 側 壁 (46)、 並 び に
、 燃 焼 室 用 後 側 壁 (36)と 熱 交 用 後 側 壁 (48)の 夫 々 は 一 枚 板 で 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 上
下 に 分 割 さ れ た ガ ス 燃 焼 室 (3A)と 熱 交 換 部 (4A)を 組 立 て る 既 述 従 来 の も の と 相 違 し 、 ガ ス
燃 焼 室 (3A)と 熱 交 換 部 (4A)の 結 合 体 全 体 の 上 下 寸 法 が 組 立 て 誤 差 等 に よ っ て ば ら つ く 不 都
合 を 低 減 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 通 水 管 (42)の 上 流 端 や 下 流 端 の 配 管 接 続 部 の 上 下 位
置 も 正 確 に 定 ま り 、 こ れ に よ り 、 該 配 管 接 続 部 へ の 銅 管 等 の 配 管 接 続 作 業 が 円 滑 に 行 な え
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 又 、 ガ ス 燃 焼 室 (3A)と 熱 交 換 部 (4A)の 上 方 に 形 成 さ れ た 排 気 ダ ク ト 部 (56)の 下 流 端 の (5
1)に 取 り 付 け ら れ る 排 気 口 カ バ ー (6)の 排 気 筒 (60)と ケ ー シ ン グ (9)の 前 面 蓋 (90)に 開 設 さ
れ た 排 気 用 窓 (91)と が 上 下 方 向 に ズ レ に く く な り 、 こ れ に よ り 、 前 記 排 気 用 窓 (91)を 排 気
筒 (60)に 嵌 合 さ せ る 作 業 が 円 滑 に 行 な え る 。
　 又 、 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 給 湯 機 で は 、 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)と 熱 交 用 前 側 壁 (47)及 び 排
気 口 カ バ ー (6)を 構 成 す る 一 枚 板 ， 燃 焼 室 用 右 側 壁 (33)と 熱 交 用 右 側 壁 (45)及 び ダ ク ト 用
右 側 壁 (57)を 構 成 す る 一 枚 板 ， 燃 焼 室 用 左 側 壁 (34)と 熱 交 用 左 側 壁 (46)及 び ダ ク ト 用 左 側
壁 (58)を 構 成 す る 一 枚 板 ， 燃 焼 室 用 底 壁 (37)か ら ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)に 至 る 範 囲 を 構 成 す
る 一 枚 板 は 、 全 て 同 一 材 料 た る ス テ ン レ ス 材 料 で 構 成 さ れ て い る か ら 、 給 湯 時 に こ れ ら が
加 熱 昇 温 し て も 、 全 て 同 一 の 熱 膨 張 率 で 膨 張 ・ 収 縮 す る 。 従 っ て 、 こ れ ら 各 一 枚 板 が 熱 膨
張 率 の 異 な っ た 異 質 な 材 料 で 構 成 さ れ て い る 場 合 と 相 違 し 、 こ れ ら の 結 合 部 た る ビ ス (470
)(470)(28)(28)の 配 設 部 や 、 カ シ メ 部 (H)に 大 き な 熱 応 力 が 作 用 せ ず 、 こ れ ら 結 合 部 が 経
年 的 に 破 損 す る 心 配 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
[そ の 他 ]
１ ． 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 燃 焼 室 用 右 側 壁 (33)と 熱 交 用 右 側 壁 (45)、 燃 焼 室 用 左 側 壁 (34)
と 熱 交 用 左 側 壁 (46)、 燃 焼 室 用 後 側 壁 (36)と 熱 交 用 後 側 壁 (48)、 及 び 燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)
と 熱 交 用 前 側 壁 (47)の 夫 々 を 、 継 ぎ 目 の 無 い 一 枚 板 で 構 成 し た が 、 前 記 燃 焼 室 用 右 側 壁 (3
3)と 熱 交 用 右 側 壁 (45)を ハ ゼ 折 り カ シ メ で 上 下 に 継 ぎ 合 わ せ た 一 枚 板 で 構 成 す る と 共 に 、
燃 焼 室 用 左 側 壁 (34)と 熱 交 用 左 側 壁 (46)、 燃 焼 室 用 後 側 壁 (36)と 熱 交 用 後 側 壁 (48)、 及 び
燃 焼 室 用 前 側 壁 (35)と 熱 交 用 前 側 壁 (47)の 夫 々 も 、 上 記 と 同 様 に ハ ゼ 折 り カ シ メ で 上 下 に
継 ぎ 合 わ せ た 一 枚 板 で 構 成 し て も よ い 。

10

20

30

40

50

(9) JP 2005-291566 A 2005.10.20



２ ． 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)を 、 熱 交 用 後 側 壁 (48)及 び ダ ク ト 用 後 側 壁
(542)と 共 通 の 一 枚 板 で 構 成 し た が 、 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 の よ う に 、 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)
は 、 排 気 口 カ バ ー (6)の 構 成 壁 が 延 長 さ れ た も の と し て も よ い 。 即 ち 、 排 気 口 カ バ ー (6)の
構 成 壁 を 上 方 に 延 長 す る と 共 に 該 延 長 部 を 後 方 （ ダ ク ト 用 後 側 壁 (542)方 向 ） に 屈 曲 さ せ
、 該 後 方 屈 曲 部 を 前 記 ダ ク ト 用 天 井 壁 (54)と し て 採 用 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 給 湯 機 の 内 部 構 造 の 分 解 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 給 湯 機 の 縦 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 給 湯 機 の 部 分 断 面 図
【 図 ４ 】 熱 交 換 器 (4)の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図
【 図 ５ 】 従 来 例 の 給 湯 機 を 説 明 す る 内 部 構 造 の 分 解 斜 視 図
【 図 ６ 】 従 来 例 の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
(2)・ ・ ・ バ ー ナ ブ ロ ッ ク 　 　
(3A)・ ・ ・ ガ ス 燃 焼 室
(4A)・ ・ ・ 熱 交 換 部 　 　 　 　
(6)・ ・ ・ 排 気 口 カ バ ー
(9)・ ・ ・ ケ ー シ ン グ 　 　 　
(35)・ ・ ・ 熱 交 用 前 側 壁
(41)・ ・ ・ 吸 熱 フ ィ ン 　 　
(42)・ ・ ・ 通 水 管
(45)・ ・ ・ 熱 交 用 右 側 壁 　
(46)・ ・ ・ 熱 交 用 左 側 壁
(48)・ ・ ・ 熱 交 用 後 側 壁 　 　
(51)・ ・ ・ 排 気 口
(54)・ ・ ・ ダ ク ト 用 天 井 壁 　 　
(56)・ ・ ・ 排 気 ダ ク ト 部
(57)・ ・ ・ ダ ク ト 用 右 側 壁 　 　
(58)・ ・ ・ ダ ク ト 用 左 側 壁
(59)・ ・ ・ 排 気 通 路 　 　
(60)・ ・ ・ 先 端 筒
(91)・ ・ ・ 排 気 用 窓 　 　
(542)・ ・ ・ ダ ク ト 用 後 側 壁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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